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FD (ファカルティー・ディベロップメント)事業実績

琉球大学大学教育センター

第 l回 FD (第 1回大学教育ワークショップ)

平成 11年 12月 24日(金) 13:00----16:30 
趣旨: 専任教員として経歴の浅い教員を対象にし，多様化した現代学生に対する

効果的な授業方法等について専門研究者の意見を聞き，さらに大学教育にづ

いて相互に意見を交換することによって.教育内容について考える機会と する。

講演:京都大学高等教育教授システム開発センタ一 問中毎実教慢

演題 r現代学生と大学教育 J
対象者:①平成 11年4月 1日以降任用教員(他大学専任教員経験者を除 く)

②大学教育改善等専門委員会委員

③参加希望教員

場所:共通教育棟大会議室

日程 :13:00"" 受 付

13:30"" 学長講話
1 4 : 00---- 講演
15: 30'" 意見交換会
1 6 : 3 0 終了

参加者実績: 5 0人

第 2回 FD (共通英語教育改善に関するシンポジウム)

平成 12年3月7日(火) 13:30"'1630 
趣旨・教養英語教育に関して ，FDの観点(慢業内容・方法.成制汗{illiit苛)から
国際化・情報化社会における総合的な英語運用能力の育成・向トーをめさすこ

とを目的として行う。

講師 :立教大学社会学部 白石典義教授
(同大全学共通カリキュラム運営センタ一言語教育担当部会長)

演題 :r立教大学における英語教育改革の試みj
パネリスト:・当山法律事務所 当山尚幸弁護士 (沖制県収別委 員会会長)

-沖縄県立那覇西高等学校 村田典伎教諭

-琉大法文学部 仲地弘善教授

同 工学部仲尾善勝教授
コメンテーター ・・ 立教大学観光学部 鳥飼玖美子教慢

(同大全学共通カリキュラム運営センタ一英語教育川究室 i二川)
・立教大学観光学部 野田研一教授

(同大全学共通カリキュラム運営センタ一英語教育研究室副ート侃)

対象者:①本学外国語専任教員

②本学外国語非常勤講師

③本学各学部専任教員

④一般関係者で参加を希望する者

場所:法文学部新棟中講義室(1 1 4号室)
日程 13:00"" 受 付
1 3 : 3 0 '" 琉球大学大学教育センター長挨捗

13:35"" 講師，パネリスト，コメ ンテーター紹介
1 3 : 4 0 "" 基調報告(白石典義教授)

1 4 : 2 0 '" シンポジウム

1 5 : 5 0 '" 質疑応答
1 6 : 3 0 終了

参加者実績 97人(うち学外者一名桜大学他大学・ 高校・中学教員 29人)



第 3回 FD (第 2回大学教育ワークショップ)

平成 12年 3月 10日(金) 13:20----16:00 
趣旨:高等教育の普遍化と少子化の進行により ，大学教育はマ ス段階からユニパー
サル教育へと移行しつつある今.大学教授聞の教育能力のIIiJJ-_が頃Aflの以也
であり，緊急の社会の関心事となっている。ついては.大'字教，今の指iJ9L的 、・1-
場にある教官を主たる対象として. FDとは何か，その必要性等具体的事例 を
紹介する研究会を行う。

講師:広島大学大学教育研究センター 有本章教授
演題:rなぜ，大学教慢団の教育能力養成かJ
対象者:①部局長

②評議員
③学科主任
④学部教育委員会委員
⑤大学教育改善等専門委員会委員

⑤教員で参加を希望する者
場所:法文学部新棟中講義室(1 1 4号室)
日程: 1 3 : 0 0 ---- 受 付
1 3 : 2 O....._， 高1)学長挨拶
1 3 : 3 O....._，講演
1 5 0 0 ....._， 意見交換会

1 6 : 0 0 終了

参加者実績: 5 1人

第 4回 FD (第 3回大学教育ワークショップ)

平成 12年 6月 29日(木) 13:20----1600 
趣旨:多様な学生の教育に対応するため，教員は教育の意味を真剣lに考 え， 効果の
上がる教育法を工夫する必要がある。本ワーク ショップは，教慢に rr.11:し.
教育に一層の責任を負うに至った者を主たる対象者と し，専門li)f究者の意凡
を聞き.さらに相互に意見を交換し教育の向上を考える機会と する。

講師.日本高等教育学会会長(国立学校財務セ ンタ ー研究部長(教段))天m}削大
演題 r大学に教育革命をJ
対象者:①平成 10年 4月 1日以降教授に昇任した者

②評議員
③学科長，学科主任，専攻主任

④学部教育委員会委員
⑤大学教育改善等専門委員会委員
⑤その他関心を持つ者

場所 :地域国際学習センター (グローカルホール) 大講義室(5階)
日程 13 : 0 0 ....._， 受 付

1 3 2 0 ....._， 劃学長挨拶

1 3 : 3 0 ----講演
1 5 : 0 0 ---- 意見交換会
1 6 : 0 0 終了

参加者実績: 5 5人



第 5回 FD (第 l回公開研究授業)

平成 12年 7月 12日(水) 18:00.........19 30 (公開授業)
19:30.........20・40 (研究会)

趣 旨:FDの一環とする本格的公開研究段業の試みを行う。大'γ-教員は執行法的
指導を受けて教壇に立つものではなく，自助努力により教育位者をわって
きた。今後は，組織的取組みによる教育方法等改善の必盟性が問われてい
る。今回初めての試みとして公開研究授業行い，第 3:fiのIIHで改 f-J干すべき
点を指摘してもらい，教員相互の授業改善に結び付けていきたい。

授業者:新垣進(法文学部教授，民法)
科目名.家族財産法システム(テーマ: I離婚と相続における夫婦1I~庄の 1，;jJ1111) 
主 催.琉球大学大学教育センター及び法文学部

場 所:生涯学習教育研究センター講義室(グローカルホール 3階 302宝)
参加者実績(教職員) 4 5人， (夜間主コースの学生) 4 0人 f1721 N5人

第 6回 FD (第 4回大学教育ワークショップ)

平成 12年 8月 8日(火)
趣 旨:本学の共通教育は非常勤講師に依存するところが大きい。 )1二常助 11昨日111に小

学の課題や教育改善の重要性と共通教育の現状を伝え，さらにJ十市町 11的('，111
の要望や意見を聞くことにより，共通教育全体の改善に貸する機会と寸ゐ r

講師:大学教育センター長 仲地 博
同 部門長 仲地弘善

報告者.料共通世百四'3(スヘイン語)非常勤講師 又吉パトリシア

対象者 ( 1 )本学共通教育担当非常勤講師(1 4 8人)
( 2 )その他関心を持つ者

場 所'共通教育陳 1号館 11 8教室
日間 13 4 0 .........受 付

1 4 ・o0 ......... 開会(進行・仲尾部門長)
14 OO~~ 副学長挨拶
1 4・10......... 大学教育の課題(仲地センター長説明)
1 4 30......... 共通教育等の授業提供について(仲地問f"j長説明 j
1 5 0 0 ......... 私の成績評価(又吉パトリシア先生制作)
1 5 1 0......... 意見交換

1 6 0 0 閉会
参加者実績 43人(非常勤講師 30人，常勤教員 13人)

第 7回 FD (第 5回大学教育ワークショップ ー授業改善への第一歩一)

平成 12年 11月 13日(月) 10:30.........1630 
趣 旨:効果的な授業方法等について専門研究者の意見を聞き，さらに大学教育に

ついて相互に意見を交換することによって，教育内容の向 i二を|主lること。
講師:中京大学教授 浅野誠
対象者:( 1 )本学全教官を対象とする。

( 2 )琉球大学大学教育改善等専門委員会委員と新任の教日('V IJ~ 1 2 ¥1' 
4月 l日以降採用)

場 所:生涯学習教育研究センター講義室(グローカルホール 3階 302宝)
日程等・ 10 0 0 受 付

1 0 2 0 学長挨拶(学長出張のため副学長扶ゆ)
1 0 3 0 授業実演・講演
1 2 0 0 昼食
1 3 0 0 グループ討論
1 6 0 0 意見交換
1 6 3 0 終了

研修形態目授業実践方式
参加者実績 50人(うち沖田大 l名，沖国大 l名含む)



第 8回 FD (第 6回大学教育ワークショップ)

平成 12年 12月 1日(金)
趣 旨:アメリカの大学は教育効果を高めるためにどのような工夫をして いるか。
講 師:塚田松雄(ワシントン大学教授，専門:花粉植物学)
対象者:本学全教官を対象とする。
場 所:生涯学習教育研究センター講義室(グローカルホール 3階 302室)
日程等: 16:00"-'18;00 (目蹴伊セントt司会，1)It部門長講演 5() ))， ，~山下 11 ) 
予 算:農学部黒田登美雄教授の委任経理金
参加者実績: 2 0人

第 9回 FD (第 2回公開研究授業)

平成 13年 1月 16日(火)
趣 旨:大学が大衆化する中で効果的に教育を行うことが求め られており.大学教

官の努力がこれまでもなされてきたが，これを組織的に行 うことにより，

確実かつ速やかに目的を達成しようとするものである。そのための重要な

手段として，第 2回目の公開研究授業を行う。
授業者:新垣進(法文学部教授，民法，<科目〉法と社会，テーマ:家族社会 と法)
対象者:本学全教官を対象とする。 11

場 所:共通教育棟2号館 305教室 H
日程等: 1 0 : 0 0 受付
1 0 : 20"-' 1 1 : 5 0 授業
11:50"-'12:20 研究会

参加者実績: 教職員 20入 学生 30人 合計 50人

第 10回 FD (共通教育を考えるシンポジウム)

平成 13年 2月 16日(金)
趣旨:本シンポジウムは，これまでの琉球大学における共通教育に関する議論の陪史、
教官・学生の認識の報告を踏まえ，共通教育の理念・目的を考える機会とし，
そのあり方を考えることを意図している。

対象者:本学全教官を対象とする。
場 所:共通教育棟 2号館大会議室
日程 :13;45"-'
14; 0 0 
14: 10"-' 1 6 ; 3 0 

1 6 : 3 0 
パネリスト:大膳 司

西本裕輝

浜崎盛康
矢ケ崎克馬

授
師
授
授

教
講
教
教

受付
開会挨拶(仲地センター長)

シンポジウム
意見発表:各パネリスト(各 20分)
質疑応答:参加者全員

まとめ:仲尾部門長

閉会挨拶(仲地センター長)

(テー7'共通教育の理Mn議論3れtか)
(テー7'教1学生11共通教育をどう考えているか)
(テー7:共通教育の理計周知自せるための}牒)
(テー 7 : 自己併を基本~ Lt~大学教育を)

挨 拶:仲地博大学教育センター長

全体司会:仲地弘善大学桝セント共通教育企画部門長

シンポジウム司会:仲尾善勝大学桝セント研究開発部門長

参加者実績 : 3 5人



(共通英語教育改善に関するシンポジウム)
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第 11回 FD

1 6 : 5 0 

5 0人参加者実績:


